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こうし広
報

今月の主な話題

− 今月の表紙 −
　５月下旬、上庄の竹迫城跡公園北
側、東谷川一帯で乱舞したホタル。
ホタルを守り育てる地域の活動が実
を結び、息をのむような美しい光景
が広がりました。



命を守る
防災情報とわが家の備え

　

豪
雨
や
台
風
の
多
い
季
節
に

な
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
は
、
地
震

直
後
と
同
じ
く
ら
い
の
危
機
感

で
風
水
害
対
策
が
で
き
て
い
ま

す
か
。

　

地
震
は
い
つ
起
こ
る
か
分
か

り
ま
せ
ん
が
、
雨
や
台
風
は
状
況

を
あ
る
程
度
予
測
で
き
る
た
め
、

事
前
の
情
報
収
集
と
備
え
、
心

構
え
が
と
て
も
重
要
で
す
。
対

策
が
不
十
分
な
ま
ま
で
は
、
災
害

時
の
被
害
は
予
想
以
上
に
大
き

な
も
の
と
な
り
ま
す
。

　

特
に
こ
と
し
は
、
地
震
の
影
響

で
地
盤
や
設
備
、
家
屋
の
強
度

が
落
ち
て
い
る
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。
例
年
よ
り
も
厳
重
な
備
え

と
点
検
で
、
自
分
や
家
族
、
身
近

な
人
の
命
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

土砂災害 台風
熊本地震の影響で地盤が崩れやすくなっています。
少ない風雨でも土砂崩れが発生する恐れがありま
す。前兆現象に注意して、小さな斜面や川にもでき
るだけ近づかず、危険を感じたら早めに避難を。

降水量が多い季節です。９月ごろまでは台風による
大きな被害も起こりやすいため、河川の氾濫や道路
の冠水、床上浸水などにも注意が必要です。
気象情報に注意して、風水害に備えましょう。

●がけ崩れ
前触れ

◦小石が落ちてくる

◦がけに亀裂が入る

◦がけから水が湧き
出す

●情報収集と早めの備え
◦災害情報をこまめにチェック

◦避難情報などの発令に備え、
市や県などの防災メールにも
登録しておく

●土石流
前触れ

◦山鳴りがする

◦流水が異常に濁る

◦雨が降り続いてい
るのに川の水位が
下がる

●身の回りの点検
◦動きやすい服や運動靴、頭を
保護する防災頭巾やヘルメッ
ト、非常時持ち出し品などを
準備

●地すべり
前触れ

◦地面がひび割れる

◦井戸や沢の水が濁
る

◦斜面から水が吹き
出す

●家の周りの点検
◦風で飛ばされそうなものは強く
固定するか室内へ

◦窓や雨戸を補強し、傷んだ設備
はできるだけ事前に修繕を

※屋根の修繕など、高所作業は専
門家に依頼
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種類 発令時の状況 住民に求める行動

自主避難 災害の危険が迫って
います

◦必要に応じて地域の公民館などに避難
してください
◦避難中の食事や生活必需品は自分で用
意してください

避難準備
情報発令

人的被害が発生する
危険性が高まってい
ます
（避難に時間がかかる
要支援者は避難開始）

◦高齢者・病人・障がいのある人などは、
支援者と早めの避難を始めてください
◦非常時持ち出しを用意するなど、いつ
でも避難できる準備をしてください

避難勧告
発令

人的被害が発生する
危険性がさらに高ま
っています
（通常の避難ができ
る人も避難開始）

◦速やかに避難所に	 	
移動してください

避難指示
発令

災害の前兆現象の発
生や切迫した状況か
ら、人的被害が発生
する可能性が非常に
高い、または実際に
人的被害が発生した
状況

◦まだ避難していない人は直ちに避難
し、避難中の人は確実に避難を完了し
てください
◦避難の時間的余裕がない場合は生命を
守る最低限の行動をとってください

道路になだれ込んだ土砂

田畑への土砂崩れ

地
盤
が
緩
み
、
崩
壊
し
た
用
水
路

道路に倒れかかった電信柱

暴風雨で倒れた街灯

倒木で通行できなくなった歩道

雨の強さ
と降り方

風の強さ
と吹き方

避難情報の発令
市は、降水量や前兆現象などさまざまな災害情報をもとに、防
災無線やメール、市ホームページなどで「避難情報」を発令し
ます。情報に注意し、状況に応じて早めに避難してください。

これらは近年、市内で起こった被害
の一部です。「もしもこのとき、こ
の場所に自分や家族が居合わせて
いたら…」想像するとぞっとする、
このような危険は身近にあります。

１時間雨量 状　態
10〜20mm未満
（やや強い雨）

雨音で話し声が聞き取りにくい

20〜30mm未満
（強い雨）

車のワイパーを早くしても前が見づ
らい。側溝や下水、小川があふれる

30〜50mm未満
（激しい雨）

山崩れやがけ崩れが起きやすくな
り、危険地帯では避難の準備が必要

50〜80mm未満
（非常に激しい雨）

マンホールから水が噴出し、土石流
など多くの災害が起こりやすい

80mm以上
（猛烈な雨）

雨による大規模災害が発生する恐
れが強く、厳重な警戒が必要

平均風速 状　態
10〜15m/秒未満
（やや強い風）

風に向かって歩きにくく、傘がさせ
ない

15〜20m/秒未満
（強い風）

風に向かって歩けない。高所での作
業は極めて危険

20〜25m/秒未満
（非常に強い風）

何かにつかまっていないと立ってい
られない。風で飛ばされたもので負
傷する恐れがある

25m/秒以上
（非常に強い風）

立っていられない。屋外での行動は
危険。樹木が根こそぎ倒れ始める

40㎜以上で「大雨注意報」。災害が発生する恐れがあります。

60㎜以上で「大雨警報」。重大な災害が発生する恐れがあります。

警報発表中に土砂災害の危険性が高まると「土砂災害警戒情報」
が発令され、避難勧告発令などの判断材料になります。

緊急性

中

高
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非常時持ち出し品などのチェック

非常時持ち出し品
いざというときにすぐ持ち出せるよう、リュック
サックなどにまとめておきましょう。

備蓄品
ライフラインがストップする恐れもあります。
最低３日分を準備しましょう。

□携帯ラジオ
□電池

□飲料	 	
　（１人１日３㍑を目安に）

□懐中電灯
□電池

□非常食 (乾パン･缶詰)
□飲料水
□紙皿・紙コップ
□食品用ラップ

□お米（レトルトやアルファ米）
□缶詰・レトルト食品・ドライフード
□梅干し･調味料
□チョコレート･アメ

□現金
□通帳・印鑑
□健康保険証
□運転免許証

□救急セット(ばんそ
うこう･風邪薬など)
□持病の薬
□マスク

□生活用水（風呂・洗濯機などに貯水）
□洗面用具
□トイレットぺーパー
□毛布･寝袋
□カセットコンロ･ガスボンベ・固形燃料
□調理器具（鍋・やかんなど）
□バケツ･各種アウトドア用品など

□粉ミルク
□ベビーフード
□紙おむつ
□おしりふき

□携帯電話・充電器
□タオル
□衣類（上着･下着）
□生理用品
□ウエットティッシュ
□ビニール袋

□洗面用具
□ヘルメット･防災頭巾
□ライター･ろうそく
□毛布
□雨具
□防災マップ

予防的避難で危険回避
市は、土砂災害警戒情報が発令された場合や、堀川が危険水位に達した場合などに自主避難所
を開設します。次のうち、状況に応じて必要な施設を開放し、防災無線や防災メール、市ホー
ムページでお知らせします。事前に場所とルートを確認し、予防的避難を心掛けてください。

施　設 所在地・電話

ヴィーブル
被災のため
使用できません

泉ヶ丘
市民センター

幾久富1947-7
☎248-3453

福祉センター
「みどり館」

栄2371
☎248-0400

合生文化会館
合生3616
☎242-3218

野々島公民館
野々島4855
☎242-1636

施　設 所在地・電話

御代志
市民センター

御代志1661-16
☎242-1190

保健福祉センター
「ふれあい館」

須屋2251-1
☎242-7000

黒石市民センター
須屋2788
☎242-2321

須屋市民センター
須屋1399
☎346-4112

夜間や、暴風雨の中の避難は大変危
険です。足元
が確認できる
明るいうちに、
２人以上で早
めの避難を。

避難所への移動（水平非難）が難し
い場合は、浸水や土砂災害から逃れ
るため、自宅
２階など高い
所に避難する
（垂直避難）と
いう判断も必
要です。
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日ごろから

家族･地域で話し、声を掛け合う

情報収集･
情報共有は
防災の第一歩

万が一に備え、日ごろから家族の行動、避難場所や避
難方法、経路、連絡方法などをよく話し合っておきま
しょう。また、避難の際は、独り暮らしの高齢者など
近所の人にも声を掛けましょう。「一緒に避難しましょ
うか」という声掛けは、これだけでも立派な共助活動
になります。

防災行政無線
避難情報など、市の重要なお知らせを放送します。
聞き取りにくかった場合でも、放送内容を電話で聞きな
おすことができます。

専用ダイヤル　☎２４８−２２８８

熊本県統合型防災情報システム
県内の雨量や気象情報をリアルタイムで
提供します。

http://www.bousai.pref.kumamoto.jp

報
収
集
、
事
前
準
備
、
心
構

え
。
こ
れ
ら
は
自
分
で
で
き

る
こ
と
で
す
。
熊
本
地
震
以
降
も
、

余
震
や
豪
雨
が
続
い
て
お
り
、
今
後

は
台
風
の
襲
来
も
予
想
さ
れ
ま
す
。

命
を
守
る
た
め
、
一
人
一
人
が
防
災

を
生
活
の
一
部
と
考
え
、
行
動
す
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

　

そ
し
て
、
自
助
が
で
き
た
ら
共
助

を
意
識
。
災
害
時
は
助
け
合
い
が
不

可
欠
で
す
。
避
難
時
の
声
掛
け
も
、

足
り
な
い
物
資
の
分
け
合
い
も
、
温

か
い
励
ま
し
も
、
全
て
は
人
と
人
と

の
つ
な
が
り
か
ら
生
ま
れ
ま
す
。
も

し
も
の
と
き
、
誰
か
を
助
け
る
の
は

あ
な
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
集
め
た

情
報
と
日
ご
ろ
の
備
え
で
、
自
分
と

家
族
、
地
域
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

◦家の中ではどこが安全か

◦救急医療薬品や消火器を備えてい
るか

◦避難するとき、何を持ち出すか、
持ち出し品はどこに置くか

◦避難場所はどこか、どこをどのよ
うに避難するか

◦家族間の連絡方法と、最終的に会
う場所はどこにするか

◦昼の場合と夜の場合の避難方法、
など

※いずれのサービスも登録料や情報料は無料です。通信料や通話料は利用者負担となります。

防災情報お知らせメール
各種注意報や警報、土砂災害警戒情報、地震情報、避難
勧告、その他防犯上必要な情報などをお知らせします。

合志市防災情報お知らせメール
bousai.koshi-city@raiden.ktaiwork.jp

※防災行政無線で放送される情報も配信し
ます。

※ＱＲコードを読み取るか、上記アドレスに空メールを送
信した後、届いたメールに従って登録してください。

合志市防災マップ
土砂災害や冠水など

市内の危険箇所、避

難所を地図上に掲載。

ご家庭・地域の防災

計画にお役立てくだ

さい。総務課（合志庁舎）、西合志庁舎

総合窓口課、各支所で配布しています。

情
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熊本地震
合志市の被害状況

被害総額　　約202億9,045万円

６月30日時点で把握できた、熊本地震に

よる合志市内の被害状況（概算）をお知

らせします。

学校教育施設 小・中学校　10校、学校給食センター 1億   388万円

生涯学習施設 ヴィーブル、各市民センター、野々島公民
館、図書館など14施設 11億2,237万円

社会体育施設 栄･西合志･妙泉寺･泉ヶ丘体育館、武道館 1億   546万円

人権教育施設 合生文化会館、集会所など10施設 681万円

社会福祉施設 ふれあい館、学童クラブなど12施設 887万円

商工管理施設 ユーパレス弁天、旧学校給食センター 1,498万円

道路 市道13、市道沿い法面、調整池など多数 4,778万円

農業施設・設備 水路、農道、ライスセンターなど76カ所 1,547万円

上水道設備 栄配水池、御代志配水池、竹迫第三水源池、
水道管40カ所 6,892万円

下水道施設・設備 黒石調整池、塩浸川浄化センター、管路 5,650万円

公園・市営住宅 南原住宅、わんぱく広場（竹迫） 657万円

庁舎 合志庁舎、西合志庁舎 1,256万円

合　計 15億7,017万円

死者 0人

行方不明者 0人

重傷者 14人

軽傷者 56人

●公共施設・設備●人的被害

全壊 17棟

大規模半壊 51棟

半壊 395棟

一部損壊 5,256棟

合　計 5,719棟

●住家被害

保育施設 保育園など21園 3,254万円

幼稚園 ２園 842万円

障がい者施設 就労支援事業所など12施設 494万円

老人福祉施設 特別養護老人ホームなど13施設 1億5,488万円

合　計 2億     78万円

●市内の福祉施設など

地区公民館 38地区（公民館備品含む） 3,251万円

消防格納庫 ７地区 874万円

その他 天満宮など 101万円

合　計 4,226万円

●各自治会施設など

農業被害 91戸（作物被害や設備被害など） 5億5,294万円

農地・山林 農地13件、山林１件（亀裂や法面崩壊） 1,078万円

商工業被害(商工会) 事務所、店舗、社員寮、商品など 3億1,250万円

企業被害
直接被害 160億8,302万円

間接被害 15億1,800万円

合　計 184億7,724万円

●市内の農業・商業・工業関連

※このほかにも、平成28年４月末日時
点で、子どもを中心に42人に精神的
に不安定な状態が認められています。

廃棄量
（見込み）

5,885㌧

処分費用
（見込み）

1億9,108万円

●災害ごみの処分

※5月31日までに市内仮置き場に持ち
込まれた災害ごみ。

●休館中の主な公共施設

◦ヴィーブル(全館)
◦西合志郷土資料館
◦みずき台グラウンド
◦合志小跡グラウンド
◦西合志体育館
◦栄体育館
◦武道館

●７月12日㈫〜利用再開

◦御代志市民センター
　（講堂(体育館)以外）
◦黒石市民センター
　(体育館･軽運動室以外)
◦泉ヶ丘市民センター
　(多目的研修室以外)
◦須屋市民センター
◦野々島公民館

●７月21日㈭〜利用再開

◦三つの木の家
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熊本地震
被災者支援

家屋の解体撤去・
がれき類
の運搬

　

被
災
家
屋
の
解
体
・
撤
去
と
、

が
れ
き
類
の
運
搬
を
支
援
し
ま

す
。
必
要
書
類
な
ど
、
詳
し
く
は

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

被
災
建
物
解
体
・

撤
去
を
支
援
し
ま
す

●
対
象

◦
り
災
証
明
書
で
「
全
壊
」「
大
規

模
半
壊
」「
半
壊
」
の
判
定
を
受

け
た
家
屋

●
申
し
込
み
要
件

◦
家
屋
な
ど
の
所
有
者
が
市
に
よ

る
解
体
に
同
意
し
て
い
る
こ
と

す
で
に
解
体
処
理
を

行
な
っ
た
場
合

　

市
が
事
業
の
対
象
と
認
め
た
場

合
は
、
市
が
設
定
し
た
基
準
額
の

範
囲
内
で
解
体
な
ど
の
費
用
を
払

い
戻
し
ま
す
。

非
住
家
の
場
合

　

非
住
家
（
小
屋
、
納
屋
、
塀
、

擁
壁
な
ど
）
を
解
体
す
る
場
合
、

ま
た
は
す
で
に
解
体
し
た
非
住
家

の
解
体
費
用
の
支
援
を
希
望
す
る

場
合
は
上
記
に
準
じ
て
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

●
申
込
期
限
　
８
月
31
日
㈬

※
申
し
込
み
後
、
現
地
調
査
や
関

係
書
類
な
ど
を
確
認
し
、
基
準

に
当
て
は
ま
る
か
審
査
し
ま
す
。

※
対
象
家
屋
を
全
て
解
体
す
る
場

合
が
対
象
で
す
。
一
部
解
体
や

修
繕
工
事
は
対
象
に
な
り
ま
せ

ん
。

※
申
し
込
み
内
容
や
現
地
調
査
な

ど
の
結
果
に
よ
っ
て
は
支
援
の

対
象
に
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。が

れ
き
類
の

運
搬
費
を
支
援
し
ま
す

 

●
対
象

①
業
者
な
ど
に
依
頼
し
て
す
で
に

終
了
し
た
が
れ
き
類
の
運
搬
・

処
分

②
今
後
行
な
う
予
定
の
が
れ
き
類

の
運
搬
・
処
分
（
自
ら
運
搬
し

た
場
合
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
）

※
震
災
で
発
生
し
た
が
れ
き
類
が

対
象
と
な
り
ま
す
。

※
修
繕
工
事
や
リ
フ
ォ
ー
ム
に
よ

っ
て
発
生
し
た
が
れ
き
類
は
対

象
に
な
り
ま
せ
ん
。

●
支
援
内
容

①
す
で
に
終
了
し
た
費
用
に
つ
い

て
は
、
生
活
環
境
の
保
全
上
、

市
が
特
に
必
要
と
判
断
し
た
物

件
に
つ
い
て
、
一
定
の
基
準
内

で
支
援
し
ま
す
。

②
こ
れ
か
ら
行
な
う
予
定
の
運

搬
・
処
分
に
つ
い
て
は
、
市
が

指
定
業
者
に
発
注
し
て
運
搬
・

処
分
し
ま
す
。

●
申
込
期
限
　
８
月
31
日
㈬

※
申
し
込
み
後
、
現
地
調
査
や
関

係
書
類
な
ど
を
確
認
し
、
基
準

に
当
て
は
ま
る
か
審
査
し
ま
す
。

※
申
し
込
み
内
容
や
現
地
調
査
な

ど
の
結
果
に
よ
っ
て
は
支
援
の

対
象
に
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

環
境
衛
生
課（
合
志
庁
舎
）

　

☎（
２
４
８
）１
２
０
２

災害救助法に基づく
住宅の応急修理
●受付期間を
　延長
●半壊世帯の
　所得要件を緩和

住
宅
の
応
急
修
理
費

を
支
援
し
ま
す

　

日
常
生
活
に
不
可
欠
な
最
小
限

度
の
部
分
を
、
一
定
の
範
囲
内
で

応
急
的
に
修
理
し
ま
す
。

　

必
要
書
類
な
ど
、
詳
し
く
は
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。

●
対
象

　

次
の
全
て
を
満
た
す
世
帯

◦
住
家
が
、
り
災
証
明
書
で
「
全

壊
」「
大
規
模
半
壊
」「
半
壊
」

の
被
害
を
受
け
、
自
ら
修
理
す

る
資
力
の
な
い
世
帯

◦
応
急
修
理
を
行
な
う
こ
と
で
、

避
難
所
な
ど
へ
の
避
難
を
要
し

な
く
な
る
と
見
込
ま
れ
る
こ
と

◦
応
急
仮
設
住
宅
を
利
用
し
な
い

こ
と

●
内
容

　

屋
根
な
ど
の
基
本
部
分
、
ド
ア

な
ど
の
開
口
部
、
上
下
水
道
な

ど
の
配
管
・
配
線
、
ト
イ
レ
な

ど
の
衛
生
設
備
の
日
常
生
活
に

欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
部
分

で
、
緊
急
に
応
急
修
理
を
行
な

う
こ
と
が
適
当
な
箇
所

●
基
準
額

　

１
世
帯
当
た
り
の
限
度
額

　

57
万
６
千
円

対
象
要
件
が
緩
和
さ
れ
ま
し
た

　

半
壊
世
帯
の
所
得
要
件
が
廃
止

さ
れ
、
世
帯
の
収
入
状
況
や
修
理

す
る
資
力
が
不
足
す
る
理
由
を
記

入
し
た
申
出
書
に
よ
り
審
査
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

所
得
証
明
書
な
ど
で
資
力
を
把

握
し
、
客
観
的
に
資
力
が
な
い
こ

と
を
確
認
し
ま
す
。
ま
た
、
あ
る

程
度
資
力
が
あ
る
場
合
で
も
、
ロ

ー
ン
な
ど
の
個
別
事
情
を
勘
案
し

て
判
断
し
ま
す
。

期
限
が
延
長
さ
れ
ま
し
た

●
工
事
完
了
期
限

　

12
月
13
日
㈫

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

都
市
計
画
課（
西
合
志
庁
舎
）

　

☎（
２
４
２
）１
１
１
４
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コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
一
つ
、
レ
タ
ー
バ

ス
は
、
平
成
22
年
４
月
の
運
行
開
始
か
ら
６

年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
日
常
生
活
の
移
動
手

段
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
皆
さ
ん
に

親
し
ま
れ
、
役
立
て
て
も
ら
う
た
め
に
走
り

続
け
ま
す
。

運
行
赤
字
が
続
い
て
い
ま
す

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
利
用
者
数
は
年
々

増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
運
賃
収
入
だ
け

で
は
運
行
経
費
が
不
足
し
て
い
ま
す
。
平
成

27
年
度
は
、
運
行
赤
字
に
市
の
予
算
（
一
般

財
源
）
か
ら
約
４
、
２
８
０
万
円
を
補
て
ん

し
ま
し
た
。

　

そ
の
一
方
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
は
高

齢
者
、
障
が
い
の
あ
る
人
、
子
ど
も
な
ど
、

車
を
運
転
で
き
な
い
人
た
ち
が
買
い
物
、
医

療
機
関
や
公
共
施
設
な
ど
に
行
く
た
め
の
大

切
な
移
動
手
段
で
す
。
こ
れ
を
確
保
す
る
た

め
、
運
行
赤
字
削
減
策
と
し
て
昨
年
10
月
か

ら
大
人
運
賃
を
50
円
、
子
ど
も
運
賃
を
30
円

値
上
げ
し
ま
し
た
。
ほ
か
に
も
有
料
広
告
な

ど
収
入
を
増
や
す
取
り
組
み
を
行
な
っ
て
い

ま
す
が
、
そ
れ
で
も
赤
字
は
ま
か
な
え
ま
せ

ん
。

運
行
継
続
の
た
め
に

　

市
内
の
大
人
（
中
学
生
以
上
）
が
１
年
に

６
回
以
上
利
用
す
る
と
赤
字
運
行
は
解
消
さ

れ
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行
継
続
に
つ

な
が
り
ま
す
。

　

ま
だ
利
用
し
た
こ
と
が
な
い
人
は
、
一
度

乗
っ
て
出
か
け
て
み
ま
せ
ん
か
。
今
ま
で
気

付
か
な
か
っ
た
、
地
域
の
新
し
い
景
色
が
見

え
て
く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
バ
ス
を
育
て
支
え
て
い
く
た
め
に
も
、
多

く
の
皆
さ
ん
の
ご
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

乗
っ
て
出
か
け
て
み
ま
せ
ん
か

み
ん
な
で
育
て
支
え
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

▼
問
い
合
わ
せ
先	

企
画
課　

企
画
広
報
班（
合
志
庁
舎
）

	

☎（
２
４
８
）１
８
１
３

平成27年度コミュニティバス
運行経費合計　6,417万円

国や県からの
補助金

976万円（15％）

市民が一人当たり８３７円負担
していることになります

※赤字額÷12歳以上人口51,096人（H28.3.31現在）

赤字
（市の予算から補てん）
4,280万円（67%）

運賃や
その他の収入

1,161万円（18%）

コミュニティバスを紹介します

レターバス

循環バス

乗り合いタクシー

※路線図や時刻表を掲載したガイドマップを市役所・支所で配布しています。

	合生・御代志線	 ●始  黒松公民館前
	 （B）	 ●終  再春荘病院
	 	 ◦運行日…火・木・土曜日
	 	 ◦便　数…１日２往復

	 日向・新迫線	 ●始  日向橋
		  ●終  ユーパレス弁天
	 	 ◦運行日…火・木・土曜日
	 	 ◦便　数…１日２往復

	 合生・上生線	 ●始  孔子公園
	 （A）	 ●終  再春荘病院（復路は高江まで）
	 	 ◦運行日…火・木・土曜日
	 	 ◦便　数…往路１便、復路２便

	 須屋線	 ●始  みずき台
		  ●終  再春荘病院
	 	 ◦運行日…火・木・土曜日
	 	 ◦便　数…１日２往復

	 後川辺線	 ●始  孔子公園　
	 （A）	 ●終  飯高山公園
	 	 ◦運行日…火・木・土曜日
	 	 ◦便　数…１日２往復

●始・●終  辻久保
左回り・右回りの２台で市内を広く環状運行
◦運行日…毎日	 ◦便数…	平日　　６便
	 	 土日祝　５便

●運賃　大人150円　小学生以下80円
バスは始点と終点を往復しています。●始…始点 ●終…終点
※「野々島～植木間」「上生～泗水間」で予約型乗り合いタ
クシーも運行しています。詳しくはお尋ねください。

（A） （Ｂ）
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認
可
外
保
育
施
設
に
入
所
し
て
い
る
児
童

の
保
護
者
の
経
済
的
負
担
軽
減
の
た
め
、
保

育
料
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

●
対
象
　
次
の
要
件
を
全
て
満
た
す
人

①
本
市
に
住
民
登
録
し
、
在
住
す
る
人

②
認
可
保
育
所
の
入
所
要
件
を
満
た
し
て
申

し
込
み
を
行
な
っ
た
が
、
入
所
で
き
ず
待

機
し
て
い
る
こ
と
（
保
留
通
知
を
持
っ
て

い
る
人
で
、
両
親
と
も
就
労
中
な
ど
で
あ

る
こ
と
。
求
職
中
の
人
は
対
象
外
で
す
）

③
月
単
位
契
約
で
、
児
童
が
認
可
外
保
育
施

設
に
月
64
時
間
以
上
か
つ
13
日
以
上
通

っ
て
い
る
こ
と
（
一
時
預
か
り
や
延
長
保

育
、
月
途
中
の
入
所
・
退
所
は
除
く
）

●
対
象
と
な
ら
な
い
人

①
通
所
で
き
る
認
可
保
育
所
な
ど
が
あ
り
な

が
ら
、
保
護
者
の
個
人
的
理
由
で
入
所
し

な
か
っ
た
人

②
入
所
希
望
保
育
所
が
少
な
い
人
（
特
別
な

理
由
を
除
き
、
原
則
第
６
希
望
未
満
の
人
）

③
市
税
な
ど
を
滞
納
し
て
い
る
人

●
対
象
施
設

　

保
育
所
業
務
を
目
的
と
す
る
施
設
で
、
県

ま
た
は
熊
本
市
へ
届
け
出
を
し
た
認
可
外

　

国
民
年
金
に
は
、
経
済
的
な
理
由
な
ど
で

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
、
申

請
に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が
免
除
ま
た
は
猶

予
さ
れ
る
制
度
が
３
種
類
あ
り
ま
す
。

納
付
が
困
難
な
と
き
は
保
険
料
免
除
制
度

　

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
と
き
に

利
用
で
き
る
制
度
で
す
。
申
請
が
承
認
さ
れ

る
と
、
保
険
料
の
全
額
ま
た
は
一
部
（
４
分

の
３
、
２
分
の
１
、
４
分
の
１
）
が
免
除
さ

れ
ま
す
。

　

保
険
料
免
除
の
審
査
対
象
者
は
、
本
人
と

配
偶
者
、
世
帯
主
で
す
。

20
歳
〜
49
歳
の
人
は
納
付
猶
予
制
度

　

本
人
が
20
歳
～
49
歳
で
あ
る
と
き
に
利
用

で
き
る
制
度
で
す
。
申
請
が
承
認
さ
れ
る

と
、
保
険
料
の
全
額
に
つ
い
て
納
付
が
猶
予

さ
れ
ま
す
。

　

納
付
猶
予
の
審
査
対
象
者
は
、
本
人
と
配

偶
者
で
す
。

※
平
成
28
年
７
月
か
ら
、
対
象
者
が
49
歳
ま

で
に
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。

保
育
施
設
。
合
志
市
外
も
含
む
。
事
業

所
内
保
育
施
設
や
英
会
話
な
ど
を
主
目

的
と
す
る
施
設
は
除
き
ま
す
。

●
補
助
対
象
経
費

　

保
護
者
が
負
担
し
た
保
育
料
月
額
と
昼

食
代
を
合
計
し
た
額
。
延
長
料
金
な
ど
は

含
み
ま
せ
ん
。

●
補
助
額

　

保
護
者
が
負
担
し
た
対
象
経
費
か
ら
、
認

可
保
育
所
に
入
所
し
た
場
合
の
保
育
料

月
額
相
当
額
を
差
し
引
い
た
額
。
た
だ

し
、
上
限
を
月
額
２
万
円
と
し
ま
す
。

●
申
請
方
法
　
次
の
書
類
を
提
出（
郵
送
可
）

①
申
請
書　

②
認
可
外
保
育
施
設
在
籍
証

明
書
兼
保
育
料
等
納
入
済
証
明
書

※
申
請
書
な
ど
は
子
育
て
支
援
課
、
市
民
課

（
合
志
庁
舎
）、
各
支
所
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
も
で
き
ま
す
。

●
申
請
期
限

◦
４
月
～
７
月
通
園
分
…
８
月
22
日
㈪

◦
８
月
～
11
月
通
園
分
…
12
月
20
日
㈫

◦
12
月
～
平
成
29
年
３
月
通
園
分

…
平
成
29
年
４
月
20
日
㈭

学
生
納
付
特
例
制
度

　

本
人
が
学
生
の
場
合
に
利
用
で
き
る
制
度

で
す
。
申
請
が
承
認
さ
れ
る
と
保
険
料
の
全

額
に
つ
い
て
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

　

学
生
納
付
特
例
の
審
査
対
象
者
は
、
本
人

の
み
で
す
。

　

い
ず
れ
も
審
査
対
象
者
の
前
年
所
得
が
一

定
額
以
下
の
場
合
に
、
申
請
に
よ
り
適
用
さ

れ
ま
す
。
離
職
者
、
震
災
・
風
水
害
な
ど
の

被
災
者
は
、
所
得
に
関
係
な
く
当
て
は
ま
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
申
請
時
点
の
２
年
１
カ
月
前
の
月

分
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
申
請
で
き
ま
す
。

　

保
険
料
を
未
納
の
ま
ま
放
置
す
る
と
、
将

来
の
老
齢
基
礎
年
金
や
、
い
ざ
と
い
う
と
き

の
障
害
基
礎
年
金
、
遺
族
基
礎
年
金
を
受
け

取
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
が
あ
る
た
め
、

納
期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
納
付
が
困
難
な
場
合
に
は
、
必
ず

免
除
申
請
を
し
ま
し
ょ
う
。

待
機
児
童
支
援
助
成
事
業
補
助
金
を

支
給
し
ま
す

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
制
度

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先	

子
育
て
支
援
課（
西
合
志
庁
舎
）

	

☎（
２
４
２
）１
１
５
９

▼
問
い
合
わ
せ
先	

健
康
づ
く
り
推
進
課	

国
保
年
金
班（
西
合
志
庁
舎
）

	
	

☎（
２
４
２
）１
１
８
３

	

熊
本
西
年
金
事
務
所	

☎（
３
５
５
）３
２
６
１
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「
自
分
と
人
の
違
う
部
分
も
受
け
入

れ
よ
う
」

　

こ
の
標
語
は
、
西
合
志
中
学
校
の
山

本
祥
子
さ
ん
（
当
時
２
年
生
）
の
作
品

で
す
。
２
０
１
６
年
人
権
啓
発
カ
レ
ン

ダ
ー
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

私
は
、
自
分
の
今
ま
で
の
言
動
を
反

省
し
な
が
ら
、
と
て
も
大
切
な
こ
と
だ

な
と
思
い
ま
し
た
。
人
の
違
う
部
分
を

受
け
入
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
全
て
の

人
に
対
し
て
、
そ
の
考
え
や
行
動
、
存

在
な
ど
を
そ
の
ま
ま
偏
見
な
く
認
め
る

こ
と
に
な
る
か
ら
で
す
。

　

若
い
頃
の
私
は
、
自
分
が
で
き
る
こ

と
を
で
き
な
い
人
が
い
た
ら
、
そ
の
人

の
努
力
が
足
り
な
い
の
だ
と
思
い
、
そ

の
人
に
責
任
を
押
し
付
け
て
い
ま
し

た
。「
ど
う
や
っ
た
ら
そ
の
人
が
で
き

る
よ
う
に
な
る
か
」
考
え
て
適
切
な
支

援
を
す
る
こ
と
は
あ
ま
り
で
き
ず
、
自

分
と
人
は
基
本
的
に
違
う
部
分
が
あ
る

と
い
う
こ
と
を
理
解
し
て
い
な
か
っ
た

の
だ
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
人
生
経

験
を
重
ね
る
中
で
、
今
で
は
自
分
と
人

の
違
う
部
分
を
少
し
ず
つ
受
け
入
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
今
で
も
違
い
を
受
け
入
れ

ら
れ
な
い
と
き
が
あ
り
ま
す
。
車
の
運

転
の
仕
方
で
、
私
た
ち
夫
婦
は
よ
く
口

論
を
し
ま
す
。
お
互
い
の
運
転
の
仕
方

に
注
文
を
つ
け
る
か
ら
で
す
。
そ
の
と

き
は
運
転
の
能
力
、
反
射
神
経
、
車
間

距
離
の
と
り
方
な
ど
、
お
互
い
の
違
い

を
認
め
合
う
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
反
省
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

　

今
の
世
の
中
、
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
の

人
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
男
性
、
女

性
、
子
ど
も
、
高
齢
者
、
病
弱
な
人
、

心
身
に
何
ら
か
の
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ

を
持
つ
人
、
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の

人
、
外
国
に
ル
ー
ツ
を
持
つ
人
、
ハ
ン

セ
ン
病
回
復
者
、
生
ま
れ
た
場
所
や
住

ん
で
い
る
場
所
で
不
利
益
を
受
け
る
人

な
ど
、
例
を
挙
げ
れ
ば
き
り
が
あ
り
ま

せ
ん
。

　

市
民
一
人
ひ
と
り
が
お
互
い
の
立
場

の
違
い
を
理
解
し
合
い
、
何
の
遠
慮
も

な
く
、
精
い
っ
ぱ
い
生
き
て
い
け
る
ま

ち
に
し
た
い
。
山
本
さ
ん
の
標
語
に

は
、
そ
う
い
う
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い

る
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

人権擁護委員

上田　一男
（東）

人
権
よ
も
や
ま
話

夏
号

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
人

権
が
侵
さ
れ
な
い
よ
う
見
守
り
、
人
権
が
侵

さ
れ
た
と
き
に
相
談
相
手
に
な
る
な
ど
、
私

た
ち
の
間
に
正
し
い
人
権
の
考
え
方
を
広
め

る
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
を
実
現

す
る
た
め
、
法
務
省
と
全
国
人
権
擁
護
委
員

連
合
会
で
は
、
啓
発
活
動
の
重
点
目
標
を

「
み
ん
な
で
築
こ
う　

人
権
の
世
紀
～
考
え

よ
う　

相
手
の
気
持
ち　

育
て
よ
う　

思
い

や
り
の
心
～
」
と
定
め
、
積
極
的
な
啓
発
活

動
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
に
は
、
市
長
か
ら
推
薦
さ
れ
、
法
務
大

臣
が
委
嘱
し
た
人
権
擁
護
委
員
が
９
人
い
ま

す
。

平
成
28
年
度
市
特
設
人
権
相
談
所
開
設

●
と
き

　

９
月
９
日
㈮
（
ふ
れ
あ
い
館
の
み
）

　

９
月
13
日
㈫
（
泉
ヶ
丘
市
民
セ
ン
タ
ー
の
み
）

　

12
月
７
日
㈬

　

平
成
29
年
２
月
３
日
㈮

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

●
と
こ
ろ

　

泉
ヶ
丘
市
民
セ
ン
タ
ー
、
ふ
れ
あ
い
館

※
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無

料
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

人
権
擁
護
委
員
制
度
を
ご
存
じ
で
す
か

▼
問
い
合
わ
せ
先	

人
権
啓
発
教
育
課（
御
代
志
市
民
セ
ン
タ
ー
）

	

☎（
２
４
２
）１
１
９
０

人権イメージキャラクター

人KEN まもる君 人KEN あゆみちゃん

市
人
権
擁
護
委
員

戸
浪
佳
寿
子
（
く
ぬ
ぎ
ヶ
丘
団
地
）

小
林
富
代
子
（
若
原
）

桑
原　

典
恵
（
杉
並
台
）

上
田　

一
男
（
東
）

中
村
十
九
男
（
須
屋
）

中
島　
　

守
（
鹿
水
）

池
頭
由
美
子
（
栄
温
泉
団
地
）

長
尾　
　

隆
（
み
ず
き
台
）

澤
田
日
出
夫
（
二
子
）
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５
月
18
日
、
市
区
長
連
絡
協
議
会
の
総
会

で
、
区
長
の
皆
さ
ん
か
ら
会
長
と
し
て
再
選

を
い
た
だ
き
、
１
年
間
活
動
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

４
月
14
日
に
発
生
し
た
熊
本
地
震
で
、
合

志
市
も
大
き
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
強
烈

な
揺
れ
に
襲
わ
れ
、
私
た
ち
も
住
民
の
皆
さ

ん
を
公
民
館
な
ど
に
受
け
入
れ
、
と
も
に
不

安
な
夜
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

今
、
次
第
に
余
震
も
お
さ
ま
り
つ
つ
あ
り

ま
す
が
、
油
断
す
る
こ
と
な
く
、
こ
れ
か
ら

は
地
域
の
復
興
を
進
め
て
い
く
時
期
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

区
長
協
議
会
で
も
、
市
の
ご
支
援
を
い
た

だ
き
な
が
ら
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
手
を
携

え
、
合
志
市
の
復
興
に
「
が
ま
だ
す
」
所
存

で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
区
長
と
い
う
立
場
は
住
民
の

皆
さ
ん
に
最
も
近
く
、
皆
さ
ん
と
の
協
働
で

活
動
で
き
る
重
要
な
立
場
に
あ
る
と
思
っ
て

い
ま
す
。
今
後
と
も
市
区
長
連
絡
協
議
会
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

区長連絡協議会長

古河　幹男
（榎ノ本）

区
長
連
絡
協
議
会
長
が
決
ま
り
ま
し
た

▼
問
い
合
わ
せ
先	

総
務
課　

総
務
・
男
女
共
同
参
画
班（
合
志
庁
舎
）

	

☎（
２
４
８
）１
１
１
２

平
成
28
年
度 

市
区
長
連
絡
協
議
会
役
員

	

会　

長	

古
河　

幹
男
（
榎
ノ
本
）

副
会
長	

内
川　

祐
輔
（
杉
並
台
）

	

〃	

緒
方　

博
詞
（
辻
久
保
）

	

〃	

松
﨑　

和
寛
（
す
ず
か
け
台

）

理　

事	

吉
岡　

誠
敏
（
油
古
閑
）

	

〃	

福
島　
　

基
（
原
口
）

	

〃	

工
藤　

淨
二
（
黒
松
）

	

〃	

古
武
城　

繁
（
黒
石
）

	

〃	

永
野　
　

寛
（
南
陽
）

監　

事	

高
來　

正
人
（
黒
石
原
）

	

〃	

西
野　

良
昭
（
南
須
屋
）

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー 

で
す

こちら

こん
にちは

　
「
震
災
被
害
の
役
に
立
て
ば
」
と
い
う
親
切

心
を
利
用
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
手
口
で
だ
ま

す
詐
欺
で
す
。
契
約
す
る
と
き
は
、
契
約
内

容
や
金
額
を
し
っ
か
り
確
認
し
、
そ
の
場
で

す
ぐ
に
契
約
し
な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

地
震
に
関
連
し
た
画
面
が
出
て
も
、
心
当

た
り
が
な
い
メ
ー
ル
は
絶
対
に
開
封
し
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

そ
の
他
の
事
例

◦
ブ
ロ
ッ
ク
塀
が
壊
れ
た
の
で
業
者
へ
廃
棄

処
分
を
依
頼
し
た
と
こ
ろ
、
高
額
な
処
分

料
と
運
搬
費
を
請
求
さ
れ
た
。

◦
耐
震
補
強
工
事
の
見
積
も
り
を
依
頼
す
る

と
、
翌
日
業
者
が
来
て
工
事
を
行
な
い
、

完
了
後
に
高
額
な
費
用
を
請
求
さ
れ
た
。

◦
無
料
で
水
を
配
っ
て
い
る
と
の
電
話
が
あ

り
業
者
が
訪
問
し
て
来
た
が
、
浄
水
器
の

販
売
で
あ
っ
た
。

　

ま
ず
は
誰
か
に
相
談
し
、
冷
静
に
対
応
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

へ
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
秘
密
は
厳
守

し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
（
合
志
庁
舎
２
階　

総
務
課
内
）

　

☎（
２
４
８
）５
４
４
２

相
談
受
付
時
間

　

平
日　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

家
屋
修
理
な
ど
震
災
便
乗
商
法
に
注
意
！

相
談
事
例
①

　

突
然
電
話
で
「
国
際
的
な
医
療
活
動
を

行
な
う
救
済
セ
ン
タ
ー
を
被
災
地
で
立
ち

上
げ
る
。
支
援
す
る
会
社
の
未
公
開
株
を

買
わ
な
い
か
」
と
勧
誘
さ
れ
た
。
実
在
す

る
病
院
の
院
長
が
理
事
長
と
聞
き
、
信
用

し
て
購
入
し
て
し
ま
っ
た
が
、
返
金
し
て

ほ
し
い
。

相
談
事
例
②

　

携
帯
電
話
に
「
地
震
速
報
」
と
い
う
メ

ー
ル
が
届
い
た
。
メ
ー
ル
を
確
認
す
る
と

「
詳
細
は
こ
ち
ら
ま
で
」
と
あ
っ
た
。
ア
ド

レ
ス
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
出
会
い
系
サ
イ

ト
に
つ
な
が
り
、
驚
い
て
連
絡
先
に
電
話

す
る
と
、
高
額
な
登
録
料
を
請
求
さ
れ
た
。
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環境衛生課（合志庁舎）☎248−1202問い合わせ先

環境      通信

E
NV

IRONMENT

　

有
明
海
な
ど
海
の
環
境
悪
化
が

社
会
問
題
と
な
っ
た
こ
と
を
き
っ

か
け
に
始
ま
っ
た
活
動
で
す
。
県

内
各
地
で
河
川
や
海
岸
の
清
掃
活

動
な
ど
が
行
な
わ
れ
、
本
市
で
も

例
年
河
川
の
美
化
作
業
を
し
て
い

ま
す
。
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

●
と
き

　

７
月
23
日
㈯　

午
前
７
時
〜

※
雨
天
中
止
の
際
は
、
防
災
無
線

　

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
と
こ
ろ
　

◦
上
生
川
（
中
尾
橋
付
近
）

◦
塩
浸
川
（
城
戸
内
橋
〜
江
良
橋

　

付
近
）

●
集
合
場
所

　

上
生
川
…
沖
田
橋

　

塩
浸
川
…
Ｊ
Ａ
上
庄
倉
庫
前

　
　
　
　
　

栄
体
育
館

　

本
市
で
は
平
成
23
年
度
に
ご
み
減

量
化
計
画
を
策
定
し
、
ご
み
減
量
20

％
を
目
標
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。
平
成
27
年
度
で
こ
の
計
画
期
間

が
終
了
し
ま
し
た
の
で
、
そ
の
結
果

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

家
庭
か
ら
出
る
１
人
１
日
当
た
り

の
ご
み
の
量
は
、
平
成
21
年
度
は
５

３
９
㌘
で
し
た
が
、
昨
年
度
は
５
４

０
㌘
で
し
た
。
６
年
間
で
１
㌘
増
加

し
、
平
成
21
年
度
の
実
績
を
基
準
に

定
め
た
目
標
値
４
０
９
㌘
を
１
３
１

㌘
（
卵
約
２
個
分
）
上
回
る
結
果
と

な
り
ま
し
た
。

　

と
は
い
え
、
平
成
24
・
25
年
度
を

ピ
ー
ク
に
、
少
し
ず
つ
で
は
あ
り
ま

す
が
減
少
傾
向
が
見
ら
れ
ま
す
。
一

人
一
人
の
積
み
重
ね
が
結
果
に
つ
な

が
り
ま
す
。

家
庭
ご
み
の
86
％
は
可
燃
ご
み

　

燃
や
す
ご
み
に
は
、
紙
類
な
ど
の

資
源
物
が
多
く
混
ざ
っ
て
い
ま
す
。

資
源
物
に
な
る
も
の
は
資
源
物
の
袋

で
出
す
か
、
地
域
の
資
源
物
回
収
団

体
に
引
き
渡
す
と
、
ご
み
の
減
量
に

つ
な
が
り
ま
す
。

　

計
画
期
間
は
終
了
し
ま
し
た
が
、

引
き
続
き
ご
み
の
減
量
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

「
く
ま
も
と・み
ん
な
の
川
と

海
づ
く
り
デ
ー
」河
川
美
化
活
動

平
成
23
〜
27
年
度

ご
み
減
量
化
計
画
終
了

１
人
１
日
当
た
り
の
ご
み
の
量
は

目
標
値
を
１
３
１
㌘
オ
ー
バ
ー家庭から出るごみの内訳 平成27年度ごみの内訳

12,13112,131

11,61611,616
11,08911,089

10,55110,551

10,00010,000

12,55112,551 12,66012,660
12,94712,947

13,33213,332 13,58213,582 13,74013,740 13,89713,897

可燃ごみ可燃ごみ
10,181㌧10,181㌧
（86％）（86％）

資源物資源物
1,376㌧1,376㌧
（12％）（12％）

その他その他
297㌧297㌧
（2%）（2%）

526526
513513

487487

461461

435435

409409

539539
532532

539539
545545 545545 543543 540540

減量化目標値減量化目標値
排出量実績値排出量実績値
うち、可燃ごみ
の実績値
うち、可燃ごみ
の実績値

465465 461461 462462 466466 467467 468468 464464

目標値目標値
実績値実績値

家庭ごみ家庭ごみ
11,854㌧11,854㌧
（85％）（85％）

事業ごみ事業ごみ
2,043㌧2,043㌧
（15％）（15％）

目標値目標値
実績値実績値

12,13112,131

11,61611,616
11,08911,089

10,55110,551

10,00010,000

12,55112,551 12,66012,660
12,94712,947

13,33213,332 13,58213,582 13,74013,740 13,89713,897

可燃ごみ可燃ごみ
10,181㌧10,181㌧
（86％）（86％）

資源物資源物
1,376㌧1,376㌧
（12％）（12％）

その他その他
297㌧297㌧
（2%）（2%）

526526
513513

487487

461461

435435

409409

539539
532532

539539
545545 545545 543543 540540

減量化目標値減量化目標値
排出量実績値排出量実績値
うち、可燃ごみ
の実績値
うち、可燃ごみ
の実績値

465465 461461 462462 466466 467467 468468 464464

目標値目標値
実績値実績値

家庭ごみ家庭ごみ
11,854㌧11,854㌧
（85％）（85％）

事業ごみ事業ごみ
2,043㌧2,043㌧
（15％）（15％）

目標値目標値
実績値実績値

12,13112,131

11,61611,616
11,08911,089

10,55110,551

10,00010,000

12,55112,551 12,66012,660
12,94712,947

13,33213,332 13,58213,582 13,74013,740 13,89713,897

可燃ごみ可燃ごみ
10,181㌧10,181㌧
（86％）（86％）

資源物資源物
1,376㌧1,376㌧
（12％）（12％）

その他その他
297㌧297㌧
（2%）（2%）

526526
513513

487487

461461

435435

409409

539539
532532

539539
545545 545545 543543 540540

減量化目標値減量化目標値
排出量実績値排出量実績値
うち、可燃ごみ
の実績値
うち、可燃ごみ
の実績値

465465 461461 462462 466466 467467 468468 464464

目標値目標値
実績値実績値

家庭ごみ家庭ごみ
11,854㌧11,854㌧
（85％）（85％）

事業ごみ事業ごみ
2,043㌧2,043㌧
（15％）（15％）

目標値目標値
実績値実績値15,000

14,000

13,000

12,000

11,000

10,000

9,000
21年度

ご
み
の
量
（
ｔ
）

22年度 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度

ごみの年間排出量（家庭ごみ・事業所ごみ）

12,13112,131

11,61611,616
11,08911,089

10,55110,551

10,00010,000

12,55112,551 12,66012,660
12,94712,947

13,33213,332 13,58213,582 13,74013,740 13,89713,897

可燃ごみ可燃ごみ
10,181㌧10,181㌧
（86％）（86％）

資源物資源物
1,376㌧1,376㌧
（12％）（12％）

その他その他
297㌧297㌧
（2%）（2%）

526526
513513

487487

461461

435435

409409

539539
532532

539539
545545 545545 543543 540540

減量化目標値減量化目標値
排出量実績値排出量実績値
うち、可燃ごみ
の実績値
うち、可燃ごみ
の実績値

465465 461461 462462 466466 467467 468468 464464

目標値目標値
実績値実績値

家庭ごみ家庭ごみ
11,854㌧11,854㌧
（85％）（85％）

事業ごみ事業ごみ
2,043㌧2,043㌧
（15％）（15％）

目標値目標値
実績値実績値

560

540

520

500

480

460

440

420

400
21年度

ご
み
の
量
（
ｇ
）

22年度 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度

１人１日当たりのごみの量（家庭ごみ）
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市民のひろば

　５月26日、本田技研工業株式会社熊本製作所から市
へ50ccのスクーター６台が寄贈されました。
　同社は工場の被災により生産ができない状態となっ
ていますが、在庫を集め５月上旬から益城町、南阿蘇
村、熊本市など県内７つの希望市町村に計110台を贈
りました。技師の籏野博さんは「被害調査など、被災
して車が入れない場所の移動に活用してほしい」と話
し、カギとヘルメットを市長に手渡しました。

　５月29日、第３回全九州少年少女・第16回全日本
少年少女空手道選手権大会の県予選会に、田島武道館
所属の野中紗和さん（西合志中央小５年）が出場し、
形の部で準優勝。上位２大会への切符を手にしました。
　その後、６月18・19日の全九州大会（宮崎県）で
は見事３位に入賞した野中さん。８月に控えた全日本
大会（東京武道館）についても、「上位を目指して頑張
ります」と意気込みを語りました。

　６月16日、熊本酪農合志女性部、ＪＡ菊池合志酪農
女性部などから市へ牛乳が贈呈されました。
　このキャンペーンは、牛乳が「ちち」と呼ばれるこ
とから、牛乳の消費拡大のため父の日の定番ギフトと
して定着させることを目的とした活動です。西日本有
数の酪農地帯である菊池地域で発祥し、全国各地に広
がっています。酪農家の皆さんが、丹精こめて生産し
たおいしい牛乳を飲んでみませんか。

　６月18日、合生文化会館隣の田んぼで、合生地区地
域づくり運営委員会が「どろんこフェスタ in 合生」
を開催し、幼児から小学生まで56人が参加しました。
　そうめん流しでお腹を満たした後、恐る恐る田んぼ
に入った子どもたち。泥の感触に慣れると、全身泥だ
らけになってリレーやサッカー、宝探しなどを楽しみ
ました。生き生きとした笑顔の子どもたちに、魅力あ
るふるさとの思い出がまた一つ増えました。

被災地で役立ててほしい
本田技研工業㈱からスクーター寄贈

集中力と気迫で勝負
空手道選手権大会県予選で準優勝

おいしい牛乳を飲みませんか
ちちの日に牛乳を贈ろうキャンペーン

田んぼで遊ぼう
どろんこフェスタ in 合生

市長と籏野さん。
車体後部には「がまだせ!くまもと!!」シールが貼付されています

真剣なまなざしで演武する野中さん（県予選会）

左からＪＡ菊池合志酪農女性部　平井部長、
熊本酪農合志女性部　島田部長、市長

ソリを使って３人１組で取り組んだどろんこリレー

2016.07 広報こうし13



イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

INFORMATION

　

６
月
１
日
を
基
準
日
と
し
て
、

事
業
所
を
対
象
と
し
た

｢

経
済
セ

ン
サ
ス
‐
活
動
調
査｣

を
実
施
し

ま
す
。
７
月
中
旬
か
ら
調
査
員
が

伺
い
ま
す
。

　

調
査
票
の
内
容
は
統
計
法
に
基

づ
き
秘
密
が
厳
守
さ
れ
ま
す
。
調

査
へ
の
ご
協
力
と
正
確
な
記
入
を

お
願
い
し
ま
す
。

▼
調
査
対
象

　

全
て
の
事
業
所
・
企
業

▼
調
査
方
法

　

単
独
事
業
所
と
新
設
さ
れ
た
事

業
所
は
調
査
員
が
訪
問
し
、
調

査
票
の
配
布
や
回
答
依
頼
を
行

な
い
ま
す
。
支
所
な
ど
が
あ
る
企

業
に
は
、
郵
送
に
て
実
施
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

企
画
課　

企
画
広
報
班

　
（
合
志
庁
舎
）

　

☎（
２
４
８
）１
８
１
３

▼
対
象

◦
妊
娠
を
希
望
す
る
女
性
と
、
そ

の
配
偶
者
な
ど
の
同
居
者

◦
妊
娠
中
で
風
し
ん
の
抗
体
価
が

低
い
人（
Ｈ
Ｉ
抗
体
検
査
で
16
倍

以
下
）の
配
偶
者
な
ど
の
同
居
者

※
風
し
ん
抗
体
検
査
を
受
け
た
こ

と
が
あ
る
人
、
風
し
ん
の
予
防

接
種
歴
が
あ
る
人
、
風
し
ん
に

か
か
っ
た
こ
と
が
あ
る
人
を
除
く
。

▼
実
施
期
限

　

平
成
29
年
3
月
31
日
㈮

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

菊
池
保
健
所　

保
健
予
防
課

　

☎
０
９
６
８（
２
５
）４
１
３
８

　

就
職
・
再
就
職
に
関
す
る
困
り

事
や
悩
み
な
ど
、
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

　

予
約
で
き
ま
す
の
で
、
ま
ず
は

電
話
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
と
き
　

　

７
月
８
日
㈮
・
22
日
㈮

　

８
月
26
日
㈮

　

９
月
９
日
㈮
・
23
日
㈮

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

▼
と
こ
ろ
　

　

西
合
志
庁
舎　

１
階
相
談
室

▼
対
象
　
お
お
む
ね
15
～
39
歳
の

人
と
そ
の
家
族

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

た
ま
な
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

☎
０
９
６
８（
７
４
）０
０
０
７

　

http://tam
anasapo.jpn.org/

　

戦
没
者
の
慰
霊
行
事
と
し
て
、
戦

没
者
追
悼
式
を
行
な
い
ま
す
。
皆

さ
ん
の
参
列
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
と
き
　
７
月
31
日
㈰

　

午
前
10
時
～

▼
と
こ
ろ

　

菊
南
斎
場（
須
屋
２
５
８
３
‐
３
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
課　

社
会
福
祉
班

　
（
西
合
志
庁
舎
）

　

☎（
２
４
２
）１
１
４
９

　

犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
、
罪
を

犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
、

推
進
活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。
皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課　

交
通
防
災
班

　
（
合
志
庁
舎
）

　

☎（
２
４
８
）１
１
１
２

　

合
志
市
国
民
健
康
保
険
加
入
者

で
、
限
度
額
適
用
認
定
証
の
交
付

を
受
け
て
い
る
人
は
、
保
険
証
と

認
定
証
を
医
療
機
関
の
窓
口
に
提

示
す
る
こ
と
で
、
本
人
の
負
担
す

る
一
部
負
担
金
が
限
度
額
ま
で
の

支
払
い
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
認
定
証
は
７
月
31
日
㈰
で

有
効
期
限
が
切
れ
ま
す
の
で
、
更

新
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

更
新
の
お
知
ら
せ
を
７
月
中
に

郵
送
し
ま
す
の
で
、
８
月
に
更
新

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
高
齢
受
給
者
証
は
７
月

中
旬
に
対
象
者
全
員
に
郵
送
し
ま

す
の
で
、
手
続
き
は
不
要
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
づ
く
り
推
進
課

　

国
保
年
金
班（
西
合
志
庁
舎
）

　

☎（
２
４
２
）１
１
８
３

　

認
知
症
に
よ
り
行
方
不
明
の
恐

れ
が
あ
る
高
齢
者
を
対
象
に
、「
合

志
市
さ
さ
え
愛
見
守
り
シ
ー
ト
」

へ
の
登
録
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
シ
ー
ト
は
、
行
方
不
明
に

な
り
自
宅
に
帰
れ
な
く
な
っ
た
と

き
に
、
早
期
に
本
人
を
発
見
し
、
身

元
を
確
認
す
る
手
掛
か
り
に
な
り

ま
す
。
家
族
の
精
神
的
不
安
を
軽

く
す
る
こ
と
も
目
的
の
一
つ
で
す
。

　

登
録
者
に
は
、
希
望
す
る
と
衣

服
用
ア
イ
ロ
ン
シ
ー
ル
や
靴
用
反

射
シ
ー
ル
を
配
布
し
ま
す
。

▼
持
っ
て
く
る
も
の

　

登
録
者
本
人
の
顔
写
真

※
シ
ー
ト
に
貼
付
し
ま
す
。
シ
ー

ト
は
窓
口
に
用
意
し
て
い
ま
す
。

▼
配
布
数
　
１
人
に
つ
き
ア
イ
ロ

ン
シ
ー
ル
10
枚
、
靴
用
反
射
シ

ー
ル
10
枚
ま
で

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

高
齢
者
支
援
課

　

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
班

　

☎（
２
４
２
）１
１
２
４

お

知

ら

せ

戦
没
者
追
悼
式

限
度
額
適
用
認
定
証
の

更
新
は
忘
れ
ず
に

高
齢
者
さ
さ
え
愛

見
守
り
シ
ー
ト
に
ご
登
録
を

経
済
セ
ン
サ
ス
‐
活
動
調
査

を
実
施
し
ま
す

合
志
若
年
就
職
相
談
会

風
し
ん
抗
体
検
査
を

無
料
で
実
施
し
ま
す

７
月
は
、社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
強
化
月
間
で
す

衣服用アイロンシール

靴用反射シール
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インフォメーション

I N F O R M A T I O N

◦
ハ
ン
ド
マ
ッ
サ
ー
ジ

②
８
月
19
日
㈮

　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

◦
傾
聴
に
つ
い
て

▼
と
こ
ろ

　

ふ
れ
あ
い
館
交
流
ホ
ー
ル

▼
参
加
費
　
無
料

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

市
社
会
福
祉
協
議
会

　

生
活
支
援
課（
ふ
れ
あ
い
館
）

　

☎（
２
４
２
）７
０
０
０

「
制
御
」
っ
て
何
？

自
律
移
動
ロ
ボ
ッ
ト
製
作
体
験
授
業

　

描
か
れ
た
線
上
を
自
在
に
走
る

自
律
移
動
ロ
ボ
ッ
ト
を
作
り
、制
御

（
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
）を
体
験
し
ま
す
。

▼
と
き
　
８
月
17
日
㈬

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

▼
と
こ
ろ
　
熊
本
高
等
専
門
学
校

　
（
熊
本
キ
ャ
ン
パ
ス
）

▼
対
象
　
中
学
生

▼
募
集
人
数
　
先
着
20
人

※
最
少
実
施
人
数
は
５
人

▼
受
講
料
　
５
０
０
円

▼
申
込
期
限

　

７
月
27
日
㈬　

午
後
５
時

▼
と
き
　

◦
７
月
30
日
㈯ 

午
後
１
時
～
５
時

◦
７
月
31
日
㈰ 

午
後
１
時
～
５
時

◦
10
月
30
日
㈰

午
前
10
時
～
午
後
４
時

▼
と
こ
ろ
　
県
立
技
術
短
期
大
学
校

　
（
菊
陽
町
原
水
４
４
５
５
‐
１

セ
ミ
コ
ン
テ
ク
ノ
パ
ー
ク
内
）

▼
内
容
　
各
学
科
の
紹
介
や
展
示
、

模
擬
授
業
、学
生
相
談
窓
口
な
ど

※
10
月
30
日
は
技
短
祭
と
同
時
開
催

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

県
立
技
術
短
期
大
学
校

　

総
務
学
生
課

　

☎（
２
３
２
）９
７
０
０

　

介
護
を
し
て
い
る
人
、
介
護
や

福
祉
に
興
味
が
あ
る
人
に
、
介
護

に
役
立
つ
「
話
の
聴
き
方
、
話
し

方
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
講
義
・
実

習
を
行
な
い
ま
す
。

▼
と
き
・
内
容

①
８
月
12
日
㈮

　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

◦
声
の
か
け
方

　

鹿
本
農
業
高
校
の
皆
さ
ん
に
よ

る
山
鹿
灯
籠
踊
り
、
夜
店
や
打
ち

上
げ
花
火
も
あ
り
ま
す
。
誰
で
も

気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
と
き
　
８
月
４
日
㈭

　

午
後
６
時
30
分
〜
９
時
30
分

▼
と
こ
ろ
　
菊
池
恵
楓
園
中
央
広
場

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

菊
池
恵
楓
園

　

☎（
２
４
８
）１
１
３
１

　

災
害
復
興
の
一
環
で
、例
年
よ
り

趣
向
を
凝
ら
し
た
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン

ト
を
企
画
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の

来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
と
き
　
７
月
30
日
㈯

　

午
後
５
時
30
分
～

▼
と
こ
ろ
　
事
業
所
内
特
設
会
場

　
（
御
代
志
９
９
７
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

三
菱
電
機
㈱
パ
ワ
ー
デ
バ
イ
ス

製
作
所
熊
本
事
業
所
総
務
人
事
課

　

☎（
２
４
２
）５
７
１
１

立
野
火
口
瀬
周
辺
の
湧
泉
巡
り

　

県
内
約
１
、３
０
０
カ
所
の
湧
泉

の
調
査
・
研
究
結
果
を
も
と
に
、
熊

本
の
水
環
境
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

▼
と
き
　
８
月
27
日
㈯

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

※
雨
天
の
場
合
は
９
月
３
日
㈯

▼
と
こ
ろ
　
立
野
火
口
瀬
～
鞍
岳

周
辺
（
熊
本
高
等
専
門
学
校
熊

本
キ
ャ
ン
パ
ス
に
集
合
）

▼
対
象
　
18
歳
以
上（
高
校
生
は
除
く
）

▼
募
集
人
数
　
20
人

※
グ
ル
ー
プ
は
３
人
ま
で
。
応
募

者
多
数
の
場
合
は
抽
選

▼
受
講
料
　
１
、
５
０
０
円

▼
申
込
期
限

　

７
月
29
日
㈮　

午
後
５
時

▼
申
込
方
法

　

①
講
座
名
②
氏
名
（
ふ
り
が
な
）

③
住
所
④
生
年
月
日
⑤
性
別
⑥

職
種
ま
た
は
学
校
・
学
年
⑦
日

中
の
連
絡
先
電
話
番
号
⑧
保
護

者
氏
名
（
中
学
生
の
み
）
を
記

入
し
、
郵
便･

フ
ァ
ク
ス･

Ｅ
メ

ー
ル
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
高
等
専
門
学
校　

　

総
務
課　

研
究
推
進
係

　

〒
８
６
１
‐
１
１
０
２

　

須
屋
２
６
５
９
‐
２

　

☎（
２
４
２
）６
４
３
３

　

FAX（
２
４
２
）５
５
０
３

　

Ｅ
メ
ー
ル

　

koukai@
kum
am
oto-nct.ac.jp

県
立
技
術
短
期
大
学
校

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

菊
池
恵
楓
園

納
涼
盆
踊
り
大
会

家
族
介
護
教
室

受
講
者
募
集

熊
本
高
専　
公
開
講
座

募
　
集

　

犯
罪
の
起
き
に
く
い
ま
ち
づ
く
り

と
交
通
事
故
防
止
を
目
的
に
、
防

犯
ベ
ス
ト
を
無
償
で
貸
し
出
し
ま

す
。
地
域
の
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ

く
り
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
と
き
　
７
月
20
日
㈬
～

　

※
先
着
１
５
０
着

▼
受
取
場
所

◦
ヴ
ィ
ー
ブ
ル

◦
御
代
志
市
民
セ
ン
タ
ー

　
（
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
）

▼
対
象
　
日
頃
か
ら
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
や
ラ
ン
ニ
ン
グ
な
ど
の
運
動
に

取
り
組
み
、
他
の
防
犯
団
体
か
ら

貸
与
・
寄
付
を
受
け
て
い
な
い
人

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

市
青
少
年
育
成
市
民
会
議

　

事
務
局（
ヴ
ィ
ー
ブ
ル
内
）

　

☎（
２
４
８
）５
５
５
５

防
犯
ベ
ス
ト
を

無
償
で
貸
与
し
ま
す

三
菱
電
機
㈱
熊
本
地
区

夏
祭
り

表
「KOSHI」

裏
「地域見守りパトロール」
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インフォメーション

I N F O R M A T I O N

菊池広域連合消防本部　職員募集

自衛官募集

●試験職種・採用予定人数

●応募要領

●申し込み・問い合わせ先　菊池広域連合消防本部　総務課　☎232-9340

●申し込み・問い合わせ先　自衛隊熊本地方協力本部　菊池分駐所　☎0968-24-2772

●受験資格
◦平成４年４月２日から平成11年４月１日までに
生まれた人（救急救命士の免許を取得している人
については、平成元年４月２日以降に生まれた人）

●試験の内容
　第１次試験（筆記試験）高等学校卒業程度

●試験日
　第１次試験　９月18日㈰
　第２次試験　11月上旬（予定）

●試験会場
　第１次試験　翔陽高等学校
　第２次試験　菊池市（予定）

●受付期間
　７月25日㈪～８月12日㈮（土日祝日を除く）
　午前８時30分～午後５時15分

※申込用紙は菊池広域連合消防本部に用意していま
す。詳しくはホームページをご覧ください。

　http://www.kikuchi-kr.jp/

区　分 職　種 採用予定数 勤務先・職務内容

高等学校
卒業程度

消　防 若干名
菊池広域連合消防本部（署）に勤務し、
消防業務に従事

募集種目 受付期間 試　験　日 受験資格

航空学生

７月１日㈮
～９月８日㈭

１次　  9月22日
２次　10月15日㈯～20日㈭
３次　11月12日㈯～12月15日㈭
最終合格発表　平成29年1月23日㈪

高卒（見込含）
21歳未満の人

一般曹候補生

１次　  9月16日㈮・17日㈯
２次　10月  6日㈭～12日㈬
※いずれか1日を指定します。
最終合格発表　11月11日㈮

18歳以上
27歳未満の人

自衛官
候補生

女
子

9月23日㈮～27日㈫
※いずれか1日を指定します。
最終合格発表　11月4日㈮

男
子 年間を通じて受け付け

受付時にお知らせします。
合格発表日は試験日にお知らせします。
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インフォメーション

I N F O R M A T I O N

合志市職員募集
●試験職種・採用予定人数

●申し込み・問い合わせ先　総務課　人事班（合志庁舎）　☎248-1112

●試験日・試験会場
　第１次試験
　と　き　９月18日㈰　午前８時30分
　ところ　翔陽高等学校

　第２次試験
　と　き　10月下旬　
　ところ　合志市役所

●受付期間
　７月25日㈪～８月12日㈮（土日祝日を除く）
　午前８時30分～午後５時15分
※試験実施要領と申込用紙は、合志庁舎総務課、西合
志庁舎総合窓口課、泉ヶ丘支所、須屋支所に用意し
ています。また、市ホームページにも掲載します。
※電子申請での受験申し込みもできます。詳しくは試
験実施要領をご覧ください。

●業務内容	 図書などの配送
●募集人数	 １人
●条件資格	 本市在住で、普通自動車免許を有する人
●勤 務 先	 西合志図書館
●勤務時間	 火～日曜日（祝日勤務有）　週20時間以内
　	 原則　午前10時～正午、午後２時～５時
	 　　　（曜日で勤務時間の変更有）
●報　　酬　時給800円

●選考方法	 書類審査と面接
●申込方法	 申込書（市立図書館に有）、写真付き履

歴書、運転免許証（写し）を提出して
ください。

●申込期限	 ７月29日㈮
●申し込み・問い合わせ先
　西合志図書館　☎242－5555

区　分 職　種
採　用
予定数

受　験　資　格
勤務先
職務内容

大 学
卒業程度

行 政
３人
程度

◦昭和62年4月2日～平成7年4月1日までに生
まれた人
◦平成7年4月2日以降に生まれた人で学校教
育法による大学（短期大学を除く）を卒業ま
たは平成29年3月末までに卒業見込みの人

市長部局など
に勤務し、行
政一般事務に
従事

高等学校
卒業程度

一 般 事 務
３人
程度

◦平成7年４月２日～平成11年４月１日まで
に生まれた人（学校教育法による大学（短期
大学を除く）を卒業または平成29年３月ま
でに卒業見込みの人は受験できません）

社 会 人
経 験 者

事 務 職
（土木・建築）

１人
程度

◦昭和52年４月２日以降に生まれ、次のア～
ウのいずれかに当てはまる人
　ア）	技術士または技術士補の資格を有する人
　イ）	１級または２級土木施工管理技士の資

格を有する人
　ウ）	１級または２級建築士の資格を有する人
◦民間企業などでの職務経験が、直近10年の
うち５年以上（休職などの期間を除く。アル
バイトやパート勤務は含めない）ある人、ま
たは青年海外協力隊などの国際貢献活動経験
が受験申込日現在で２年以上ある人

社会福祉士
２人
程度

◦昭和52年４月２日以降に生まれた人
◦社会福祉士の登録を受けた後、社会福祉施設
などでの相談援助に関する職務経験が、直近
10年のうち５年以上ある人、または青年海
外協力隊員などとして海外の社会福祉施設
などでの相談援助に関する活動経験が受験申
込日現在で２年以上ある人

市長部局など
で 社 会 福 祉
職・事務の職
務に従事

市立図書館　図書配送員（非常勤職員）募集
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風が弱い

健康・福祉・子育て情報

スマイル ライフ

～夏本番～

熱中症にご注意を

●問い合わせ先
　健康づくり推進課(健康推進班)
　☎242-1183

熱
中
症
と
は

　

室
温
や
気
温
が
高
い
中
で
、
体

内
の
水
分
や
塩
分
（
ナ
ト
リ
ウ
ム
）

の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、
体
温
の
調

節
機
能
が
働
か
な
く
な
り
、
体
温

上
昇
、
め
ま
い
、
体
の
だ
る
さ
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
障
害
を
お
こ
す

病
気
の
こ
と
で
す
。
特
に
７
月
下

旬
の
暑
い
時
期
に
、
多
く
の
重
症

患
者
が
発
生
し
ま
す
。

　

熱
中
症
は
炎
天
下
の
屋
外
で
起

こ
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま

す
が
、
最
近
は
室
内
で
の
発
生
が

増
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
日
中
だ

け
で
な
く
夜
間
も
熱
中
症
に
な
る

危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

　

一
人
一
人
が
熱
中
症
の
正
し
い

知
識
を
持
ち
、
自
分
の
体
調
の
変

化
に
気
付
く
と
と
も
に
、
周
囲
に

も
呼
び
掛
け
合
っ
て
予
防
し
ま
し

ょ
う
。

あ
な
た
は
大
丈
夫
？

熱
中
症
に
な
り
や
す
い

環
境
チ
ェ
ッ
ク

　

当
て
は
ま
る
項
目
が
あ
る
と
き

は
熱
中
症
に
な
り
や
す
い
状
態
で

す
。
予
防
の
た
め
に
、
日
頃
か
ら

自
分
が
ど
の
よ
う
な
環
境
に
い
る

の
か
確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

□
気
温
が
高
い

□
湿
度
が
高
い

□
風
が
弱
い

□
急
に
気
温
が
高
く
な
っ
た

□
屋
外
で
の
作
業
・
運
動
を
す
る

□
閉
め
切
っ
た
室
内
で
過
ご
す

□
暑
さ
に
慣
れ
て
い
な
い

※出典：「熱中症～ご存知ですか？予防・対処法～」環境省

※出典：「熱中症の予防方法と対処法」環境省

●熱中症の症状

めまい
立ちくらみ
筋肉痛
汗がとまらない

頭痛
吐き気
体がだるい（倦怠感）
虚脱感

意識がない
けいれん
高い体温である
呼びかけに対して返事がおかしい
まっすぐに歩けない、走れない

軽

中

重

気温が高い

急に暑くなった

湿度が高い
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スマイル ライフ

こ
ん
な
人
は
特
に
注
意

●
高
齢
者

◦
熱
中
症
患
者
の
約
半
数
は
65
歳

以
上
の
高
齢
者
で
す
。

◦
高
齢
に
な
る
と
、
暑
さ
や
喉
の

渇
き
を
感
じ
に
く
く
な
り
ま
す
。

●
子
ど
も

◦
子
ど
も
は
体
温
調
節
機
能
が
十

分
に
発
達
し
て
い
ま
せ
ん
。

◦
晴
れ
た
日
は
地
面
に
近
い
ほ
ど

気
温
が
高
く
な
る
た
め
、
大
人

以
上
に
暑
い
環
境
に
い
ま
す
。

　

ほ
か
に
も
、
下
痢
や
高
熱
で
脱

水
状
態
に
あ
る
人
、
二
日
酔
い
や

寝
不
足
で
体
調
不
良
の
人
も
注
意

が
必
要
で
す
。

部屋の温度や気象情報を
こまめにチェック

温度
28℃以下
湿度
60～65%

無理をせず適度に休憩

喉が渇く前に水分補給

室温が28℃を越えないよう
エアコンや扇風機を活用

　　　　　　　　　　　　１１９番通報

　　　　　救急車が到着するまでの間に応急処
置を始めましょう。涼しい場所へ避難し、服を
ゆるめて体を冷やします。首、脇の下、太もも
の付け根を冷やすと効果的です。
※意識がないときは無理に水を飲ませてはいけません。

医療機関を受診しましょう

そのまま安静にして
十分に休息をとりましょう。

意識は
ありますか？

水分を自力で
摂取できますか？

水分補給をして症状
はよくなりましたか？

いいえ

いいえ

いいえ

はい

はい

はい

外出時は風通しの
良い涼しい服装で
日よけ対策をする
（日傘や帽子）

栄養バランスの良い食事と
体力づくり

正
し
い
予
防
方
法
を
知
り
、
普
段
か
ら

気
を
付
け
る
こ
と
で
予
防
で
き
ま
す
。

熱
中
症
を
疑
う
症
状
（
※
）
が
あ
る
場
合
、

次
の
手
順
で
応
急
処
置
を
行
な
い
ま
し
ょ
う
。

※
め
ま
い
、
失
神
、
筋
肉
痛
、
大
量
の
発
汗
、

頭
痛
、
不
快
感
、
吐
き
気
、
嘔
吐
、
倦
怠

感
、
け
い
れ
ん
、
手
足
の
運
動
障
害
な
ど

予防の
ポイント

もしもの
ときの

応急処置
チェックスタート

1

2

3

●アルコールは尿の量を増やす作用があり、脱水状態を引き起こ
すため水分補給には不向きです。
●エアコンは温度設定に気を付け、体に直接風が当たらないよう
にして体が冷えすぎないようにしましょう。

●冷たいタオルで体を拭くことも、体を冷やす効果があります。
●心臓や腎臓などに持病がある人は、かかりつけ医とあらかじめ
相談して熱中症対策をしましょう。
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西合志図書館　☎ 242-5555　ヴィーブル図書館　☎ 248-5754　
泉ヶ丘市民センター図書館　☎ 247-1315
※７・８月の休館日は27ページのお知らせカレンダーをご覧ください。

図書館だより

QRコード
対応機種で
利用できます

市立図書館ホームページ蔵書検索　http://www.koshi-lib.jp/
携帯電話からの蔵書検索　http://www.koshi-lib.jp/_m/

西合志図書館

義足でかがやく
城島　充　著
講談社　刊

名画で遊ぶ　あそびじゅつ！
ー世界の楽しい美術めぐりー
エリザベート・ド・ランビリー　著

大澤　千加　訳
ロクリン社　刊

　義足を使用する目的は、両足で立ち、

真っすぐ歩き、できるだけ普通に日常生

活を送るためだった。しかし20年ほど前

から、材質・技術の進化や義肢装具士の

細やかな配慮などで、それぞれの状態や

要望に対応できる高性能の義足がつくら

れるようになってきた。本書は義足をつけていろいろなことに

挑戦している子どもたちと、それをサポートする人々の活動を

紹介している。

　もうすぐ開催されるパラリンピックをもっと応援したい気持

ちになる一冊。

　世界中の名画をより身近に感じてもらうためにつくられた、

子どものための「新しい美術書」。絵の中の細かい部分（ディテ

ール）に注目し、それを探すたくさんのクイズが出題される。

画家の息づかいや技術、時には隠されたユーモアなど、さまざ

まな「新しい発見」に気づくだろう。

　親子で「あそび感覚」から始める美術鑑賞はいかが。

一般書

児童書

明日は心でできている	 小山　薫堂　著
漱石のことば	 姜　尚中　著
銅像歴史散歩	 墨　威宏　著
コミックくまもん　毎日が宝物編	 熊本県　監修
スマート防災	 山村　武彦　著
水俣病を知っていますか	 高峰　武　著
怒りに負ける人怒りを生かす人	 安藤　俊介　著
京都ぎらい	 井上　章一　著
漫画家たちが描いた仕事　1～7巻	 中野　晴行　著
五郎丸語録	 五郎丸　歩　著
一流の育て方	 ムーギー・キム　著
若冲ワンダフルワールド	 辻　惟雄　著
老人の壁	 養老　孟司　著
オビから読むブックガイド	 竹内　勝巳　著
マチネの終わりに	 平野　啓一郎　著
はじめての今さら聞けないWi-Fi入門	 荒石　正二　著

自分も学校も好きになる！13のこころのおはなし	 平　光雄　著
宇宙への夢、力いっぱい！	 若田　光一　著
コンビニたそがれ堂　1～5巻	 村山　早紀　著
池上彰のみんなで考えよう18歳からの選挙	 池上　彰　著
世界からボクが消えたなら	 涌井　学　著
幕末のサバイバル	 もとじろう　著
ぼくらのウソテレビ	 ねじめ　正一　著
本物そっくり!昆虫の立体切り紙	 今森　光彦　著
まんがで身につくめざせ！あしたの算数王	 ゴムドリco.著
笑い猫の5分間怪談　5	 那須田　順　著
まじょ子といちごの王子さま	 藤　真知子　著
ひみつのいもうと	 ハンス・アーノルド　作
くだものいろいろかくれんぼ	 いしかわ　こうじ　作
おふろ	 いもと　ようこ　作
どうぶつれっしゃ	 しのだ　こうへい　作
もっと恐竜とあそぼう！	 黒川　みつひろ　作

マインドシアター 
と　き	 ７月23日（土）午後2時～	
ところ	 集会室	
題　名	「学校の怪談」（約45分）

おはなし会 
と　き	 毎週土・日曜日　午後2時～	
ところ	 おはなしの部屋	
※７月23日（土）はありません。

新刊お薦め ★★★新着 本
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移動図書館車巡回ひまわりドンちゃん号
※移動図書館車の貸し出し時間は約20分です。
　早めにお越しください。

月　日 巡　回　地 時間 月　日 巡　回　地 時間 月　日 巡　回　地 時間

7月12日
（火）

みずき台集会所予定地
東須屋区公民館
須屋市民センター
上須屋学習センター
ふれあい館

13:30
14:00
14:30
15:00
15:30

7月26日
（火）

南陽区公園前
西須屋団地区集会所前
ダイワハウス分譲地入口
県営住宅区５棟前駐車場
橋ノ元街区公園入口

13:30
14:00
14:30
15:00
15:30

8月3日
（水）

合志中央団地
みどり館
合生文化会館
黒松区公民館
上生区禁酒記念碑前

13:30
14:00
14:30
15:00
15:30

7月13日
（水）

新開区公民館
黒石区公民館
黒石市民センター
農研宿舎A棟前

13:30
14:00
14:30
15:00

8月2日
（火）

菊香園２号館
くぬぎ園・白鳩園
ケアハウス菊香園

13:30
14:00
14:40

8月9日
（火）

みずき台集会所予定地
東須屋区公民館
須屋市民センター
上須屋学習センター
ふれあい館

13:30
14:00
14:30
15:00
15:30

●と　き　７月28日㈭～８月24日㈬　開館日のみ	
　　　　　午前10時～午後５時

●ところ　◦西合志図書館　集会室	
　　　　　◦御代志市民センター　視聴覚室	
　　　　　※状況に応じていずれかを開放します。

●利用できる人　次の2つを満たす人	
　　　　　　　　①本市在住の小・中・高校生や学生	
　　　　　　　　②市立図書館に利用登録をしている人

※利用の際は図書館の利用者カードをお持ちください。

●問い合わせ先　西合志図書館

夏休みの自主学習に
施設を利用できます

熊本地震により臨時休館していましたが、７月12日㈫から開館します。

※ヴィーブル図書館は、ヴィーブル全館の開館のめどが立たないため、当分の間休館します。

泉ヶ丘市民センター図書館を再開します

●テーマ　①読書感想文	
　　　　　②わたしのすすめる本

●応募規定 
　◦縦書きで400字詰め原稿用紙3枚以内	
　◦文章の最初に（題･氏名）を記入	
　◦文章の最後に出典（書名･著者名･出版社名）を記入

●応募資格　市内在住の人

●応募期限　９月１日㈭　午後５時

●応募・問い合わせ先 
　西合志図書館・泉ヶ丘市民センター図書館

図書館まつり作品募集

星空観望会
と　き　毎週土曜日　午後７時30分～９時30分	
　　　　（受付は午後９時まで）

夏休み星空教室
　夏の星空を楽しむ方法など、天文台指導員が分か
りやすく教えます。夏休みの宿題にいかがですか。
（事前申し込みが必要です）
と　き　８月４日㈭　午後７時～９時
ところ　西合志図書館　集会室・天文台
対　象　市内在住の親子、学生など（先着50人）
受付開始　７月14日㈭〜
※学習会後、実際の星空を観
察します。小学４年生以上
を対象とした学習内容です。

ペルセウス座流星群特別観望会
　三大流星群の一つ、夏の風物詩のペルセウス座流
星群。流れ星をいくつ見つけられるかな。
と　き　８月12日㈮　午後7時30分～9時30分	
　　　　（受付は午後９時まで）

※いずれも参加無料。雨天・曇天の場合は中止します。
※大型望遠鏡は被災のため利用できません。
申し込み・問い合わせ先　西合志図書館
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ユーパレス弁天 期間限定！屋外バーベキュー
10月まで毎日営業します。大人には入浴券、子どもにはプ
ール券付きです。飲み放題プランあり。ご家族、ご友人と
一緒にお楽しみください。
◦基本料金	
　大人　　　3,000円	
　小・中学生1,500円

※2日前までに要予約。	
　大人2名様から2時間制。

週末はビンゴ大会
たくさんの景品を用意しています。参加賞あり。

◦と　き　毎週日曜日　午後４時～

◦料　金　カード1枚100円

回数券の日
7月  7日㈭、17日㈰
    21日㈭、25日㈪

休館日
7月14日㈭

●営業時間
温　泉･････････････････午前10時～午後11時 

プール･････････････････午前10時～午後  9時
（6月から営業再開）

トレーニングジム････午前10時～午後  9時
（日曜日は午後7時まで）

レストラン････････････午前11時～午後  9時
（平日午後2時半～5時は準備）

Facebook
野々島 2441-1　 ☎348-2626
ホームページ　http://www.u-benten.jp/

♨ 休
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だよりだより児童館児童館

デイキャンプ in 東児童館
◦と 　 き	 ７月23日㈯　午前11時～午後３時
◦対 　 象	 市内在住の小・中学生（先着60人）
◦参 加 費	 200円
◦内 　 容	 「プードル雅子＆ピエロン」のマジ

ックショー、カレーライス会食、お
たのしみ会（ゲーム・ヨーヨーつり）

◦持ってくるもの　水筒、タオル、スプーン
◦申込開始	 ７月８日㈮　午前10時～
※当日は窓口受付のみ。（電話不可）
７月９日㈯以降は電話での仮予約ができます
が、入金後、本予約となります。

東児童館	 ☎248-5203 開館時間／午前９時30分～午後６時（６月～９月）
休 館 日／月曜日、第2日曜日、祝日
（夏休み期間中は月曜日開館、日曜日休館となります）

チャレンジ夏休み（毎週水曜日は「作ってあそぼうの日」）

科学の実験　～でんきを作ってみよう～
◦と 　 き	 ８月３日㈬		

午後１時30分～１時間程度
◦対 　 象	 小学生・小学生の親子	 	

（先着10組程度）
◦参 加 費	 無料
◦申込開始	 ７月19日㈫　午前10時〜

夏休みちょこっとタイム
（予約なし・無料で誰でも参加できます）

●しゃぼん玉であそぼう
　８月１日㈪　午後２時～３時
●かんたんキーホルダーを作ろう
　８月９日㈫　午前10時30分～正午
※写したい絵など、下絵になるものを持ってき
てください。

親子でチャレンジ！～竹を使ってソーメン流し～
◦と 　 き	 ８月20日㈯　午前９時～午後１時
◦と こ ろ	 黒石区プレーパーク	

（オオヤブデイリーファーム近く）
◦対 　 象	 ４歳～高校生（先着10組程度）	

※小学生までは保護者同伴。
◦参 加 費	 1人 100円
◦内 　 容	 竹でソーメン流し台・マイ器・マイ

箸を手作りします。
◦持ってくるもの	
動きやすい服装、軍手、タオル、飲み物、あれば小刀
◦申込開始	 ７月19日㈫　午前９時～
※ふれあい館窓口で入金後、本予約となります。
（電話での仮予約可）

西児童館（ふれあい館内）
	 ☎242-7008

開館時間／午前８時30分～午後５時15分
　　　　　（日曜日は午前９時〜午後５時15分）
休 館 日／第４月曜日、祝日

ボランティアワークキャンプ
「赤ちゃんふれあい交流事業」参加者募集
●と 　 き	 ８月５日㈮　午前９時～午後３時30分
●対 　 象	 中・高校生		

（詳しくはお尋ねください）

夏休み企画第２弾
プラ版で作ろう
◦と 　 き	 ８月6日㈯	 	

午後１時30分～３時30分
◦対 　 象	 幼児（保護者同伴）、小・中学生
	 （当日の先着40人）
◦参 加 費	 無料
◦内 　 容	 プラ板に好きな絵を描いてオリジナ

ル作品を作ります。

夏休み企画第１弾
夏休み「オモシロおにぎりランチ」を作ろう
◦と 　 き	 ７月30日㈯　午前９時30分～正午
◦対 　 象	 小学生（先着15人）
◦参 加 費	 200円
◦内 　 容	 バラエティ豊かなおにぎりランチ作

りを楽しみます。
◦申込開始	 ７月12日㈫　午後４時～
※児童館窓口で入金後、本予約となります。

泉ヶ丘市民センター児童館
	 ☎248-3453

開館時間／午前９時30分～午後６時（６月～９月）
休 館 日／月曜日、第2日曜日、祝日
（夏休み期間中は月曜日開館、日曜日休館となります）
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①□□□□　⑤□□□□
②□□□□　⑥□□□□
③□□□□　⑦□□□□
④□□□□

住所・氏名・年齢・
電話番号
ご意見、ご感想など

8 6 1 1 1 9 5

所
役
市
志
合

係
」
し
が
さ
い
違
間
「

<裏面>

６月号の答え

絵　佐藤峰子さん（黒石団地）

７月号

　上・下の絵から「７つ」違いを探し、答えをはがきに書いて送
ってください。正解者の中から10人に、「図書カード（500円分）」
をプレゼント。当選者の発表は発送をもって代えます。

◦締め切り	 ７月29日㈮　必着

◦応募方法	 はがきに必要事項を記入して、	 	
	 ご応募ください。

　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 問い合わせ先　　一般社団法人 クラッシーノこうし　☎342‐5554 FAX 342‐5550

ホームページ  http://www.klassino-koshi.jp

ク N !!

クラッシーノ・マルシェ お得情報

通販サイト 今月のイチオシ

通販サイト「クラッシーノ・マルシェ」☎0120-015-254
http://www.klassino-koshi.jp/marche/☎342-5554 営）午前9時～午後7時

クラッシーノ・マルシェ

～夏の贈り物～ お中元

その他、旬な地元野菜も取り扱っています。
詳しくは通販サイトをご覧ください。

あつ～い夏には旬の夏野菜！
夏野菜は暑いときに不足しがちな栄養素をたくさ
ん含んでいるので、夏バテ防止にぴったりです。
マルシェにもたくさんの夏野菜が届いています。

かぼちゃ
食欲がなくなりがちな夏
は、栄養満点のかぼちゃ
がオススメ！多くのビタ
ミン類が含まれており、
栄養補給に最適です。

オクラ

ネバネバ成分のムチンは
胃を守り、また、ビタミ
ンも多く含まれ、疲労回
復にも効果があると言わ
れています。

★かぼちゃのバターソテー ★おくら納豆
納豆に軽くゆでたオクラ
を混ぜれば出来上がり。
納豆にも疲労回復の効果
があるので食欲のないと
きにどうぞ！

７月は休まず営業します

天草の豊かな海でとれた海産物を一夜干しにしたセット。
脂が程よくのって、旨みがたっぷりです。

天草の海産物一夜干しセット
ウルメの一夜干し、アジ開きの一夜干し、アジの
みりん干し、真イカの一夜干し、とろろ芽かぶっ子

4,980円（送料・税込）

夏のお客様感謝祭
7月23日㈯･24日㈰

●お楽しみ抽選会＆こうしそば振る舞い

●牛串＆豚バラ串実演販売

●マグロの解体ショー

日頃のご愛顧に感謝して、お得で楽しいイベントを開催！

1,500円以上お買い上げのお客様限定。おいしい商品が当たり
ます。無くなり次第終了。こうしそばは先着100名様まで。

7月23日㈯ 午後1時～

●麻婆豆腐＆エビチリが通常価格より20％オフ

カロテンやビタミンは油
と一緒にとると吸収が良
くなります。下ごしらえ
をするときは電子レンジ
がオススメ！
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消費生活センター 相談方法……電話・来庁 ☎ 248-5442 ところ……合志庁舎　２階 総務課内 消費生活センター
生活支援相談センター 相談方法……電話・来庁 ☎ 242-9020 ところ……西合志庁舎３階 安心サポート合志
女性・子どもに関する相談 相談方法……電話・来庁 ☎ 242-1240 ところ……西合志庁舎３階 女性・子ども支援室
黒石原演習場関係 総務課　総務・男女共同参画班 ☎ 248-1112

合志市役所
合志庁舎･･････････☎ 248－1111㈹
〒861-1195 合志市竹迫2140
西合志庁舎･･･････☎ 242－1111㈹
〒861-1193 合志市御代志1661-1

須屋支所･･･････････････ ☎ 345－4400
泉ヶ丘支所（市民センター）･･･ ☎ 248－3453
御代志市民センター･･ ☎ 242－1190
ヴィーブル････････････ ☎ 248－5555
みどり館･･･････････････ ☎ 248－0400

ふれあい館････････････ ☎ 242－7000
三つの木の家･････････ ☎ 248－6277
老人憩の家････････････ ☎ 242－2030
西合志図書館･････････ ☎ 242－5555
ヴィーブル図書館･･･ ☎ 248－5754

ユーパレス弁天･･････ ☎ 348－2626
人権ふれあいセンター･･ ☎ 248－3893
合生文化会館･････････ ☎ 242－3218

問
い
合
わ
せ
先

カレンダーお知らせ

7/ 7 木 8 金 9 土
１歳６カ月児健診■健
（対象は１歳８カ月児）
13:15〜13:45
七夕観望会■西
19:30〜21:00
西合志図書館天文台
図書館延長開館■西
20:00まで
西合志図書館

星空観望会■西
19:30〜21:30
西合志図書館天文台

10 日 11 月 12 火 13 水 14 木 15 金 16 土
参議院議員通常選
挙投票日■総
7:00～19:00
（一部は18:00まで）
市内20投票所
窓口証明業務
日曜日開庁■市 ■税
9:00〜13:00
合志庁舎

育児相談■健
9:30〜11:00

御代志市民センター
須屋市民センター
黒石市民センター
泉ヶ丘市民センター
野々島公民館
利用再開■生
（6ページ）

法律・行政・心配
ごと相談■社
10:00〜14:30
みどり館
こころの相談■健
13:45〜要予約
西合志庁舎

図書館延長開館■西
20:00まで
西合志図書館

星空観望会■西
19:30〜21:30
西合志図書館天文台

休★◆■ 休◎

17 日 18 月 19 火 20 水 21 木 22 金 23 土
窓口証明業務
日曜日開庁■市 ■税
9:00〜13:00
合志庁舎

法律・行政・心配
ごと相談■社
10:00〜14:30
西合志庁舎
4〜５カ月児健診■健
13:15〜13:45

三つの木の家
利用再開■生
図書館延長開館■西
20:00まで
西合志図書館

4〜５カ月児健診■健
13:15〜13:45

くまもと・みんなの
川と海づくりデー■環
7:00～8:00
上生川…沖田橋
塩浸川…JA上庄倉庫前
　　　　栄体育館
星空観望会■西
19:30〜21:30
西合志図書館天文台

休◆■ 休●★◎

24 日 25 月 26 火 27 水 28 木 29 金 30 土
窓口証明業務
日曜日開庁■市 ■税
9:00〜13:00
合志庁舎

７〜８カ月児健診■健
13:15〜13:45
ブックスタート■西
14:00〜16:30
図書館延長開館■西
20:00まで
西合志図書館

７〜８カ月児健診■健
13:15〜13:45
ブックスタート■ヴ
14:00〜16:30

子ども会
スポーツ大会■生
8:30～
合志南小体育館
総合運動公園
星空観望会■西
19:30〜21:30
西合志図書館天文台

休●★◆■ 休◎

31 日 8/ 1 月 2 火 3 水 4 木 5 金 6 土
窓口証明業務
日曜日開庁■市 ■税
9:00〜13:00
合志庁舎

法律・行政・心配
ごと相談■社
10:00〜14:30
ふれあい館

３歳児健診■健
13:15〜13:45

３歳児健診■健
13:15〜13:45
夏休み星空教室■西
19:00～21:00
西合志図書館天文台
図書館延長開館■西
20:00まで
西合志図書館

星空観望会■西
19:30〜21:30
西合志図書館天文台

休●★◆■ 休◎

7 日 8 月 9 火 10 水 11 木 12 金 13 土
窓口証明業務
日曜日開庁■市 ■税
9:00〜13:00
合志庁舎

育児相談■健
9:30～11:00

１歳６カ月児健診■健
（対象は１歳８カ月児）
13:15〜13:45

法律・行政・心配
ごと相談■社
10:00〜14:30
みどり館
１歳６カ月児健診■健
（対象は１歳８カ月児）
13:15〜13:45
こころの相談■健
13:45～要予約
西合志庁舎

ペルセウス座流星
群特別観望会■西
19:30～21:30
西合志図書館天文台

星空観望会■西
19:30〜21:30
西合志図書館天文台

休●★◆■ 休◎

■市 市民課 ☎ 248－1113　■税 税務課 ☎ 248－1114　■環 環境衛生課 ☎ 248－1202　■健 健康づくり推進課 ☎ 242－1183　■生 生涯学習課 ☎ 248－5555　
■■西 西合志図書館 ☎ 242－5555　■ヴ ヴィーブル図書館 ☎ 248－5754　■社 合志市社会福祉協議会 ☎ 242－7000

市県民税	 第２期
国民健康保険税	 第２期	 の納期限は８月１日㈪です
固定資産税	 第２期	 口座振替も８月１日㈪です

2016年７月

▲ ８月
●コミュニティ施設休館（御代志・須屋・黒石市民センター、野々島公民館）

★市立図書館休館  ◆ふれあい館休館  ◎みどり館休館  ■老人憩の家休館
※ヴィーブルは当分の間全館休館します。

※健診と育児相談、ブックスタートの会場についてはお問い合わせください。

2016.07 広報こうし27
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月
30
日
、
南
ヶ
丘
小
学
校

で
運
動
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
新
学
期
開
始
直
後
に
地

震
に
見
舞
わ
れ
、
９
日
間
の
休

校
を
経
て
再
開
し
た
学
校
生

活
。
子
ど
も
た
ち
は
約
２
週
間

の
練
習
を
積
ん
で
本
番
に
臨
み

ま
し
た
。

　
「
全
力
・
協
力
・
笑
顔
」
と
い

う
テ
ー
マ
ど
お
り
、
一
生
懸
命

競
技
に
取
り
組
み
、
観
る
人
の

心
を
強
く
、
明
る
く
元
気
づ
け

た
子
ど
も
た
ち
。
校
長
の
二
殿

一
身
先
生
は
「
災
害
の
後
だ
か

ら
こ
そ
、
子
ど
も
た
ち
が
目
標

に
向
か
っ
て
一
つ
に
な
る
こ
と

が
大
切
。
今
日
は
み
ん
な
が
頑

張
っ
た
分
だ
け
大
き
な
力
が
発

揮
で
き
た
」
と
、
子
ど
も
た
ち

の
努
力
を
た
た
え
ま
し
た
。

　

今
月
の
表
紙
は
、
上
庄
区
の
皆
さ
ん
が
約
10

年
前
か
ら
大
切
に
育
て
て
い
る
ホ
タ
ル
で
す
。

現
在
も
、
上
庄
魅
力
化
推
進
委
員
会
が
中
心
と

な
っ
て
草
刈
り
や
ご
み
拾
い
を
し
て
生
息
環
境

を
整
え
、
幼
虫
を
育
て
、
合
志
小
学
校
の
児
童

と
一
緒
に
放
流
し
て
い
ま
す
。
熊
本
地
震
の
影

響
で
恒
例
の
ホ
タ
ル
祭
り
は
中
止
と
な
り
ま
し

た
が
、
こ
と
し
は
例
年
以
上
の
数
が
見
ら
れ
た

と
評
判
で
し
た
。
ふ
る
さ
と
の
魅
力
が
地
域
の

人
の
手
で
育
ま
れ
、
受
け
継
が
れ
て
い
る
。
そ

う
思
う
と
心
が
温
か
く
な
り
ま
し
た
。

　

地
震
で
失
わ
れ
た
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、
残

さ
れ
た
も
の
、
守
ら
れ
た
も
の
、
新
し
く
得
た

も
の
も
あ
り
ま
す
。
大
切
な
の
は
、
今
あ
る
命
、

環
境
に
感
謝
し
て
今
日
を
生
き
る
こ
と
。

　

豪
雨
が
続
い
て
い
ま
す
。
今
後
の
台
風
に
も

注
意
し
て
、
み
ん
な
で
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。

	

○仁
※５月末現在

　（　）内は前月比

人　口 60,228（＋117）

世　帯 23,084（  ＋59）
出生････････････････ 54	（    ＋1）
死亡････････････････ 47	（  ＋11）
転入･･････････････ 301	（  −60）
転出･･････････････ 204	（  −71）

地震に負けず地域にエールを
第33回南ヶ丘小運動会

赤ちゃんの誕生で
人口60,000人を突破

市民のひろば

動きの
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３年生が４～５人１組で取り組む競技「台風の目」。協
力し合い、足並みをそろえて次の組にバトンを渡した

１･２年生のダンス、
テーマはスマイル

応援団長による全力の開会宣言。
応援合戦では地震の被災者に向け
たエールも送られた

田所さんご家族。左から母･藍子さん、次女･茉里香ち
ゃん、長女･菜々花ちゃん、父･真任さん

成
18
年
２
月
27
日
の
合
併

時
に
５
２
、
５
１
６
人
だ

っ
た
本
市
の
人
口
が
、
３
月
30

日
に
６
万
人
を
超
え
ま
し
た
。

記
念
す
べ
き
６
万
人
目
と
な
っ

た
の
は
、
こ
と
し
３
月
22
日
に

生
ま
れ
た
田
所
茉
里
香
ち
ゃ
ん

（
新
開
）。
６
月
９
日
、
こ
れ
を

記
念
し
て
６
万
人
目
認
定
授
与

式
を
開
催
し
、
田
所
さ
ん
ご
家

族
に
認
定
証
と
花
束
、
合
志
産

の
ス
イ
カ
な
ど
の
記
念
品
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

　

父･

真
任
さ
ん
は
「
子
育
て

が
し
や
す
い
ま
ち
と
聞
き
、
平

成
23
年
に
越
し
て
き
て
２
人
の

娘
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
こ
の
子

が
６
万
人
目
と
い
う
サ
プ
ラ
イ

ズ
ま
で
持
っ
て
き
て
く
れ
て
、

本
当
に
う
れ
し
く
思
い
ま
す
」

と
喜
び
を
語
り
ま
し
た
。

　

本
来
、
こ
の
認
定
式
は
４
月

15
日
に
行
な
う
予
定
で
し
た

が
、
熊
本
地
震
に
よ
り
延
期
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。
当
時
、
田

所
さ
ん
ご
家
族
は
益
城
町
に
あ

る
母
・
藍
子
さ
ん
の
ご
実
家
に

い
ま
し
た
が
、
式
の
た
め
14
日

の
前
震
直
前
に
合
志
市
の
自
宅

に
戻
っ
て
い
ま
し
た
。「
茉
里

香
は
と
て
も
強
運
の
持
ち
主
な

の
か
な
」
と
藍
子
さ
ん
。
茉
里

香
ち
ゃ
ん
を
見
つ
め
、
田
所
さ

ん
ご
夫
婦
は
目
を
細
め
ま
し
た
。

５

平




